
（別紙様式４－２）                                                 （特別支援学校用） 

 熊本県立松橋支援学校 平成３０年度学校評価表  

１ 学校教育目標 
一人一人の児童生徒を大切にし、それぞれに応じたきめ細かで専門性の高い教育及び地域等と
の連携により、個性が輝き、生き生きと活動する子どもの姿を実現する。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）知肢併置校及び分教室･寄宿舎設置校として、魅力に溢れる特色ある学校づくりの推進 
（２）学習における指導・支援と評価の一体化及びより良い次の指導・支援に繋げる取組 
（３）切れ目のない支援体制の構築 
（４）新学習指導要領へのスムーズな移行 
（５）進路実現に向けた取組の充実、職場開拓及びアフターケアの充実 
（６）不当な差別的取扱の禁止及びインクルーシブ教育システム実現に向けた取組 
（７）近隣学校、関係団体等の交流及び共同学習並びに居住地校交流の積極的な取組 
（８）人権教育に関するより一層の取組の充実 
（９）危機管理の充実、地域と連携した防災体制の構築、学校保健・学校安全の充実 
（10）センター的機能の一層の充実 
（11）全職員の資質と専門性の向上 

 

３ 自己評価総括表 
  評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 
 

知肢併置
校及び分
教室･寄宿
舎設置校
として、魅
力に溢れ
る特色あ
る学校づ
くり 

松橋支援学校の
児童生徒として
の自覚と誇りの
育成 

学校行事等に
おいて、全児童
生徒が達成感
を得られる取
組を実践する。 

全児童生徒が意
欲的に活動でき
るように、職員が
教材・教具等を用
いた授業の工夫
且つ行事等の充
実を図り、児童生
徒が活動・活躍で
きる場を設ける。 

Ａ 12月の公開授業研
究会もあり、日ご
ろの授業から教材
･教具を準備して、
児童生徒の活動の
場を作っている姿
が見受けられた。 

児童生徒をかけ
がけのない存在
と捉え、良さを見
出す職員の意識
の高揚 

個々の児童生
徒に対して、実
態に応じたき
め細かい指導
を実践する。 

各種研修等に
より職員個々
のスキルを高
め、児童生徒の
指導に還元し
ていく。 

Ｂ 研修会の参加や指導教

諭との座談会を設けて

職員が個々のスキルを

上げる姿勢が見られ、

少しでも児童生徒に還

元する実践に努めた。 

職員一人
一人が力
を発揮し
やすい学
校づくり
の推進 
 

全職員が一体感
を持って「時を守
り、場を清め、礼
を正す」ことに取
り組める雰囲気
の醸成 

全職員が何事に
も心を一つに、
力を合わせて
3C(change･
chance･
challenge)を意
識して積極的に
取り組む。 

トップダウン
だけでなく、職
員からのボト
ムアップの姿
勢を大切にし
て、積極的且つ
意欲的な取組
が実践できる
ようにする。 

Ｂ 少しずつではある
がボトムアップの
姿勢が出てきつつ
ある。行事等を行っ
ていく上でも、職員
の一体感を得られ
る場面もあり､3Cを
意識して積極的に
取り組んだ。 

計画的・効率的・
協力的な業務遂
行 

水曜日をノー
会議・定時退
勤日とし、リ
フレッシュす
る時間を確保
する。 

計画的な業務
遂行を促すと
ともに、業務・
行事の削減を
図り、16時以降
の執務時間の
確保に努める。 

Ａ 2学期から毎週水曜を
｢リフレッシュ･アフ
ター6｣として18時ま
でに寄宿舎を除く全
職員が退勤する取組
ができた。 

 
授業 
の充実 
 

新学習指
導要領と
児童生徒
の実態に
応じた教育
課程編制 

指導時数の検証
及び小・中・高普
通科間の指導内
容のつながり 
 

教科ごとの指導
時数の偏りを軽
減し､各学部の
指導内容の連続
性を確保する。 

年間指導計画
の実施を基に、
教育課程表の
時数の検証や
各教科のバラ
ンスの修正を
行う。 
小・中・高普通
科では実際の
指導内容と学
習指導要領を
対比して、系統
性や連続性の
ある指導がで
きているか確
認や修正を行
う。 

Ｂ 授業実施後の反省及
び指導内容と学習指
導要領との対比によ
り、教育課程の時数見
直しを行えた。併せて
各教科の時数の偏り
も軽減した。 
系統性・連続性の確認
については、県内三校
合同研究｢各教科内容
表｣を用い､小･中学部
での生活単元学習の
内容に限って行った。
連続性はあるものの、
各教科の目標のどの
段階まで取り扱える
かという難しさも感
じた。来年度は高等部
普通科も含めて確認
を行う。 



児童生徒
の教育的
ニーズに
対応した
授業実践
の充実及
び職員の
専門性向
上 
 

本校教育理念の
整理 

新学習指導要
領の理念をふ
まえつつ、本
校の教育理念
を整理して根
拠に基づく授
業実践の充実
につなげる。 

本校教育目標を
基軸とした各学
部の思いを集約
し、カリキュラ
ムマネジメント
推進委員会で各
学部等の特色や
系統性を検証し
ながら、本校の
教育理念を整理
し、職員間で確
認し合う。 

Ｂ 新学習指導要領の理
念を踏まえた本校独
自の教育理念を整理
できつつある。新年度
に向けて、新たな学校
教育目標を受けて、再
整理し、新年度のスム
ーズな教育実践の充
実につなげたい。 

研究推進及び公
開授業研究会の
充実 

各学部等の授
業の公開や実
践研究に関す
る取組を紹介
する。また、各
学部等で分科
会を設け、参加
者と共に学び
の共有を図り、
今後の授業実
践の充実及び
専門性向上に
つなげる。 

これまで培っ
てきた各種ツ
ールの整備及
び活用度の向
上を図る。 
各学部等のニ
ーズに応じた
授業公開や分
科会等を計画
し､外部の方々
との意見交換
を行い､今後の
研究推進の在
り方を見い出
す。 

Ｂ 公開授業研究会で
は、多くの参加者に
御来校いただき、た
くさんの意見をい
ただけたことで、今
後の指標を見いだ
すことができた。次
年度の発信型の公
開研に向けて、今
後、具体的に計画等
を検討していきた
い。 

キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

各学部、学
科で一貫
性を持っ
たキャリ
ア教育の
推進 

各学部の内容の
妥当性、関連性 

キャリア教育
の全体計画を
見直し改善を
図る。また、
小、中学部が
高等部の体験
学習報告会に
参加する機会
をつくる。 

各学部で取り
組む学習内容
の教育課程へ
の位置づけや、
学部間の関連
づけ等を見直
し改善する。 

Ｂ 学部主事と連携し､
全体計画の見直し
を行った。学部間の
連携という視点で
見直す工夫が課題
である。 

各学科間の連携 現場実習・体
験学習や進路
学習等の学習
に各学科間の
連絡、連携を
密にして取り
組む。 

分掌部会を中
心に、各学科の
取組について
情報交換を密
に行い、連携を
深める｡ 

Ｂ 体験学習報告会参加
の連携は、定着してき
た。今後､小･中学部で
の高等部見学や事業
所見学等の取組を検
討していきたい。 

各学部、学
科の児童
生徒のニ
ーズに応
じたキャ
リア教育
の充実 

学習活動の工夫
及び改善 
 

現場実習・体
験学習で明ら
かになった課
題等を授業実
践に反映させ
る。 

現場実習・体験
学習後に関係
担当者でミー
ティングを行
い、生徒の強み
や課題を全職
員で共有する。 

Ｂ 現場実習後の課題把
握ミーティングが定
着してきた。挙げられ
た課題から、具体的に
授業改善を進めてい
くことが課題である。 

ニーズに応じた
進路学習の実施 
 

生徒のニーズ
に対応したキ
ャリア教育(進
路学習)の充実
に努める。 

卒業後の生活
を見据えた内
容を精選し、計
画的に取り組
む。また、卒業
生や関係諸機
関等の人材を
活用し充実を
図る。 

Ａ 関係機関等の人材を
活用した取組を計画
的に行った。企業向け
学校公開の取組は、多
くの企業が参加し、生
徒・教師、企業が互い
に理解を深め合う貴
重な学びの場になっ
た。 

関係諸機
関と連携
した移行
支援及び
アフター
ケアの充
実及び進
路情報の
発信の充
実 

関係諸機関との
連携 
 
 
 
 

生徒や保護者
からの卒業後
のニーズを関
係諸機関と共
有し、移行支
援及びアフタ
ーケアの充実
を図る。 

日頃から関係
諸機関とこま
めに連絡を取
り、関係づくり
に努める。 
個別移行支援
計画書を活用
し、相談支援事
業所や就業・生
活支援センタ
ー、職業センタ
ー等との連携
を強化する。 

Ａ 基本情報提供や事前
相談等を丁寧に進め、
相談支援事業所、就業
・生活支援センターと
の連携を深めること
ができた。生徒のニー
ズや課題を共有し、卒
業後の支援に連携し
て取り組む体制づく
りができた。 

情報発信 
 

進路懇談会や
面談、進路だよ
り等の充実を
図り、情報発信
に努める。 

懇談会の内容
充実や早めの
案内に努め、参
加者を増やす。 
進路だよりは、
進路情報提供
や福祉サービ
スの利用等、内
容の充実に努
める。 

Ｃ 全体の進路だよりは、
情報発信という視点
で不十分であった。氷
川分教室が学科向け
の進路だよりの取組
を始めた。ニーズを踏
まえ、全体と学科ごと
の情報発信の仕方の
整理が必要である。 



生徒 
(生活) 
指導 

登下校時
の安全確
保 

通学路の安全確
認と登下校指導
の徹底 

定期的な登下
校指導と、交
通安全教室を
実施する。 

学期初めに５日
間の登下校指導、
週に１回下校指
導を行い、適時指
導及び注意喚起
をする。 
関係機関と連携
して交通安全教
室を実施し、意識
の向上を図る。 

Ｃ 定期的な登下校指導
及びＪＡＦと連携し
た交通安全教室を実
施した。通学時におけ
る事故はなかったが、
現場実習時における
交通事故が２件発生
して課題が残った。 

各学部、学
科の実態
に応じた
生活面に
関する指
導の充実 

学校の規則や社
会のルール及び
マナーなど規範
意識を高め、順守
する態度の育成 

予防的な指導
の徹底及び事
後指導の充実
を図る。 

関係機関と連
携した出前授
業を実施する。 
集会等で児童
生徒会を中心
に呼びかけを
行い、意識付け
をする。 
個に応じた指
導を行い、組織
的且つ継続的
な指導で定着
につなげる。 

Ｂ 予防的な指導として、
ＮＴＴドコモと連携
したスマホ・ケータイ
安全利用教室を実施
した。生活面全般につ
いて、機会を捉え集会
等で適時ルールの順
守を伝えた。前年度に
比べ、特別指導が12
件減少した。 

人権教
育の推
進 

命を大切
にする心
を育む指
導の充実 
 

児童生徒の安心
感や自己肯定感
を高め、互いの良
さを認め合う学
校づくり 

自他共に、人
権意識が高ま
るような学習
内容を取り扱
う。 

6月「心のきず
なを深める月
間」と12月「人
権週間」に集会
を設定し、取組
を紹介し合う。
全児童生徒で
共有する。 

Ｂ ６月には学部ごとに
授業を、12月には人権
週間の取組紹介を全
校集会で行った。どの
学部学科も互いの良
さを認め合う雰囲気
が高まっている。今後
自己肯定感を高める
取組も深めたい。 

人権意識
の向上 
 

職員の人権意識
の向上 

各学期におけ
る取組の記録
をとり、指導
や支援を見つ
め、高める。 

記録を基に、職
員間で振り返
り改善に活か
す。 
人権レポート
を作成し互い
の実践を発表
する｡ 

Ｂ 人権教育の取組の記
録は年度末に学部学
科に依頼した。来年度
に向けての課題を整
理している。 
レポート研修につい
ては、夏休みに実施し
て互いの実践や思い
を語り合った。 

  人権教育推進
委員会での話
し合いを基に
年間を通して
、職員向けの
研修を計画・
実施する。 

校長講話や外
部講師による
研修とともに
テーマを決め
て、自分たちの
取組や言動を
振り返る機会
を設ける。 

Ｂ 副校長講話や生徒指導
主事によるロールプレ
イの実践､映画｢めぐみ｣
の鑑賞を行った。夏休み
には教師の人権ヒヤリ
ハットでアンケートを
とり､自らの指導や言動
について振り返り､学部
で話し合った。 
 

いじめ
の防止
等 

いじめ問
題の未然
防止の取
組 
 

各学部、学科、寄
宿舎等の実態に
応じた取組の充
実 

特設した取組
の充実と日常
的な取組の徹
底を図る。 

校内研修を実施
し、成果と課題
をまとめ、必要
に応じて改善を
行う。 
児童生徒を中心
とした取組を実
施し、いじめを
許さない環境作
りに努める。 

Ａ 学部学科で、児童生徒
の実態に応じ充実し
た取組が実施できた。
その中で、生徒を主体
とした取組も増えて
きた。今後も継続して
更なる充実に努めて
いく。 

いじめの
早期発見
と適切な
対応 
 

いじめの発見に
つながるアンケ
ート及び相談体
制の整備 

アンケート結
果と個別面談
を基にした実
態把握を適宜
実施し、早期
介入及び継続
的支援を行っ
ていく。 

定期的にアン
ケートと個別
面談を実施し、
丁寧かつ緻密
な実態把握に
努める。 
いじめ事案が
発生した場合、
もしくは起こ
り得そうな事
案には、迅速か
つ組織的に対
応し、該当児童
生徒の関係修
復まで指導支
援を行う。 

Ｂ 学部学科の状況に応
じ、アンケート及び個
別面談を実施し11件
のいじめ事案があっ
た。アンケートへの記
入に加え、直接の相談
も増え、早期発見・早
期対応につながった。
加害･被害双方に対し
て継続的な支援を行
うことで、当事者間の
関係修復につながっ
ている。 
 
 
 
 



地域支
援・校内 
支援 

特別支援
教育に関
する校内
・外での専
門性の向
上 
 

教職員の専門性
向上 

外部専門家活
用事業を活用
して自校及び
近隣学校教職
員の専門性向
上を図る。 

専門性の高い
外部講師を依
頼し、アンケー
ト調査などを
元に、職員のニ
ーズに応じた、
実践に結びつ
きやすい研修
内容にしてい
く。 

Ｂ おおむね、実践に結び
つきやすい内容の研修
を実施することができ
た。専門性として、専
門学科と小・中・高（
普）対象の内容のバラ
ンスをとることが難し
い。研究研修部とも連
携して進める。 

校外での特別支
援教育の理解啓
発 

指導力向上研
修、基礎講座
を宇城教育事
務所と連携し
て実施し、特
別支援教育の
理解啓発を図
る。 

小・中学校の特
別支援教育コー
ディネーターと
協力し、指導力
向上研修を運営
する。地域の特
別支援教育を充
実させるため基
礎講座を企画運
営する。 

Ａ 指導力向上研修、基礎
講座ともに、小・中学
校の先生の協力を得
ながら進めることが
できた。基礎講座も充
実した内容で行うこ
とができた。 

一人一人
の教育的
ニーズの
把握に基
づいた支
援 
 
 
 
 
 
 

巡回相談及び教
育相談の実施 

校外からの巡
回相談及び教
育相談に可能
な限り応じる。 
 

特別支援教育
コーディネー
ター、指導教諭
を中心に校内
の巡回相談員
が協力して巡
回相談、教育相
談に応じ、セン
ター的機能を
果たす。 

Ａ 巡回相談は特別支援
教育コーディネータ
ー、指導教諭を中心に
行った。教育相談等に
ついても、巡回相談委
員の先生方の協力を
得てできる限りの対
応をした。 

校内支援の実施 校内支援委員
会を設置し、
学校全体での
支援体制をつ
くる。 
 

校内支援委員
会の周知を図
り、各学部学科
等だけでは対
応が難しい事
例について開
催する。 

Ｃ 各学部・学科で対応し
ていたため、校内支援
委員会の活動がやや
薄かった。今後は、委
員会のあり方や必要
性を再考し、改善を図
るように努めていく。 

指導教諭によ
る授業支援の
体制をつくる。 

各学部・学科ご
とに希望をと
りまとめ、スム
ーズな対応を
図り、必要なと
きに必要な授
業改善が行え
るようにする。 

Ｂ 指導教諭が､学部学科
の授業や児童生徒の
関わりについてアド
バイスなどを行った。
今後も、支援推進部で
とりまとめながら、学
部学科での授業支援
を推進していく。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 

防災等の
危機管理
体制の構
築 
 

防災型コミュニ
ティ・スクールに
係る学校運営協
議会の推進 

地域と連携し
た災害マニュ
アルを策定す
る。 

学校運営協議会
を３回開催し、委
員の方々からの
意見を参考にし
て、震災時におけ
る地域との協力
体制を検討する。
その成果物とし
て、災害時対応マ
ニュアルを完成
させる。 

Ｂ 学校運営協議会を３回
実施し、委員の方から貴
重な助言等をいただい
た。 
11月には八代市と氷川
分教室セミナーハウス
を避難所利用で協定を､
1月には宇城市と宇城地
区県立5校との避難所(
本校は福祉避難所)の協
定を結んだ。 
防災マニュアルについ
ては未完成なので､今後
完成に向けて取り組む。 

本校における児
童生徒の引渡し
方法の検討 

児童生徒の引
渡し訓練を実
施し、課題を明
らかにしてよ
り適切な引渡
し方法を検討
する。 

引渡し訓練を実
施し､保護者､職
員､学校運営協
議会の委員の方
々から意見や助
言をいただき、
引渡し方法の改
善を行う。 

Ｂ 引渡し訓練は、台風の
ために実施できなか
ったが、引渡しの流れ
や引取り者カード等
の必要書類を作成し、
保護者に周知するこ
とができた。 

保健安
全指導 

児童生徒
職員の安
全を守る
ため、地震
津波・火災
等の避難
に関する
取組の充
実 
 

避難訓練をとお
した児童生徒職
員の防災意識の
向上 
 

年間計画を見
直し、避難訓
練を年５回、
系統的に実施
することで、
避難行動を段
階的に身につ
けられるよう
にする。 

実施後の改善
点を集約検討
して、次回の計
画に活かすと
ともに、必要な
ものは避難マ
ニュアルにも
反映する。 

Ｂ 豊川小学校との合同避
難訓練では、それぞれ
の避難時の動きを再確
認し、課題点を避難マ
ニュアルに反映するこ
とができた。5回目に新
規の｢予告な｣し避難訓
練を取り入れるなど、
系統的に避難訓練を実
施し、防災意識の向上
に努めた。 
 
 
 
 



医療的ケ
アの円滑
な実施の
推進 
 

実施要項に基づ
いた円滑な実施 

医療的ケアに
関する事故を
防止する。 

日常的に関係者
間で連絡を密に
取り合うととも
に、校内ほほえ
み連絡会で、医
療的ケアが安全
に確実に実施で
きるよう共通理
解を図る。また
体調急変時の対
応マニュアルの
確認とともに、
状態の変化があ
った場合は、速
やかに改訂し、
周知する。 

Ｂ 医療機関、看護師、保
護者、関係職員間の連
携により、今年度も安
全に対応することが
できた。児童生徒の体
調の変化に応じて、関
係者間で体調急変時
の対応マニュアルを
確認し、周知すること
もできた。 

情報 
教育 

ICTを活用
した教育
の情報化
の推進 

授業におけるICT
活用の推進 

ICT活用の推
進に伴う職員
研修の実施 

｢教科等におけ
るICT活用｣｢情
報安全・情報モ
ラル｣の２点に
ついて指導方
法及び実践事
例を提案する。 

Ｂ 県の動向や職員のニー
ズ等を受けて研修を2
回計画・実施した。9月
に教育用PC導入研修を
行い､活用の幅が広が
った。 

ICT活用の推
進に伴う環境
整備の実施 

校内ネットワ
ークの整備計
画を行う。 

Ｂ 校内の全ての回線を確
認･整備し、配線表に仕
上げることができた。 
｢校務用｣｢教育用｣の見
分けも付きやすくなっ
た。ネット回線の整備
は情報教育部だけでは
難しい部分もあり、事
務部と協力し､進めた
い。 

教育用PC、各
種機器等の整
備及び貸出手
順の見直しを
行う。 

Ｂ 各種スイッチ等につい
ては、貸出し簿の準備や
長期休業中でのメンテ
ナンス等を行うことで､
所在不明や故障等もな
くなり、教育活動に活用
できるようになった。9
月導入したタブレット
PC や無線 LAN、プロジ
ェクタを学部学科に配
置したことで活用され､
教育の質の向上に繋が
りつつある。 

寄宿舎
指導 
 
 
 
 

仲間と共
に生活を
豊かにす
る寄宿舎
の実現 
 
 

安心して楽しく
寄宿舎生活を過
ごせる人間関係
づくり 

季節感があり
楽しみのある
集団生活の推
進 

個々の役割を
明確にした寄
宿舎での行事
を実施する。 

Ｂ 季節に応じた事柄や
由来などの発表等に
より､生活部の職員･
舎生を中心に行事を
実施し､集団生活の良
さを出した｡ 

互いの良さを認
め合い尊重する
環境づくり 

地域との交流
の推進 

夏まつりやも
ちつき会等の
準備や当日の
役割を、児童生
徒と職員と協
力して実施す
る。 

Ａ 行事（夏まつり・もち
つき会）を通して、準
備や役割等、職員と舎
生が協力して実施で
きた。また、地域の学
校や自治会との交流
もできた。 

いじめやからか
い等の予防や早
期発見 

いじめ、から
かいゼロで、
明るくたくま
しい寄宿舎生
活の実現 

児童生徒の好
ましい言動に
ついて指導し、
生活面で気に
なる生徒には、
早期に面談を
行い、積極的な
対応をとる。 
また、児童生徒
への職員の言
動、職員間の言
動に十分に気
を配り、風通し
のよい職場づ
くりを行う。 

Ｂ 寄宿舎生同士の言葉の
受け取り方の違いで意
思疎通が図れない場面
もあったが、極力その
場で解決するように対
応した。人権教育では
、友達のよいところを
書き出し掲示する取組
を行い、友達の良さを
再確認し、過ごしやす
い寄宿舎となるように
努めた。今後も、舎生
活の中で、舎生が困り
感を持たないように、
丁寧な対応をしたい。 

 
 
 
 
 
 



４ 学校関係者評価 
○児童生徒の活動及び活躍の様子が、アンケート結果及び新聞やテレビ等のメディアに取り上

げられた内容を見て、よく伝わってきた。 
○学校教育や各種行事等が計画的に実践されている様子が窺えた。 
○地域の住民や小・中・高校との交流も松橋支援学校の活気に繋がっている。 
○販売実習でのお客様との応対は、地域との交流にも繋がるものである。 
○求人においては熊本市内が多い中でも、就職内定の状況を見ると、十分成果を出している。 
○清掃技能検定にも積極的に取り組み、今後の進路開拓の一助になっていくと良い。 
○評価において学校全体で出しているが、本校肢体不自由・本校知的障がい・分教室知的障が

いと分けて評価をしてみると、もっと具体的に見えてくるものがあると思われる。 
○年間計画に沿った取組によって、実践が伴い、成果に繋がっている。 
○食事指導や保健指導においては、個々の支援が大きなウェイトを占めている。健康的な生活

を送るためにも、二つの指導は欠かせない。 
○ＰＴＡ活動としては、今年度本校の給食試食会を実施し、子どもたちの食事の様子なども見

ることができ、とても参考になった。 

 

５ 総合評価 
○昨年１２月に「公開授業研究会」を開催した。職員は、新学習指導要領を見据えながら、研

究会に向けて日々の研鑽を積み、日ごろの授業を通して準備及び改善をしてきた。研究会当
日には､約２００人近くの参観者が来校し､職員も充実した研究会を実施することができた。
研究会に向けた取組が、職員一人一人のモチベーションの高まりにも繋がり、本校の活性化
に繋がった。 

○今年度は、体育系・文化系において、児童生徒の活躍が際立っていた。特に、全国障がい者
スポーツ競技大会ではフライングディスク競技のディスタンス部門で全国１位、第１回プレ
ゼンカップ全国大会では全国２位の表彰を受けるなど、県内のみならず、全国での活躍も目
を引くところであった。日ごろの学習や各種活動の取組が成果として現れたものである。ま
た、児童生徒や学校の活動についても、新聞やテレビなどのメディアにも取り上げられるな
ど、本校児童生徒の活動の様子が県民にも伝えられることができた。 

○防災型コミュニティ・スクールでは、氷川分教室のセミナーハウスを災害避難所として利用
できるように八代市との協定を結んだことや、本校を福祉避難所として利用できるように宇
城市との協定を結んだこと、宇城市立豊川小学校との合同地震津波避難訓練の実施、高等部
普通科による防災に関する発表など、今年度の防災に関する取組は大きく前進した。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
○次年度１２月に２回目の「公開授業研究会」を開催するが、この回がまとめの研究会となる

ので、学校教育目標を実現するために、新学習指導要領に沿って各学部・学科・分教室が今
後の方向付けを明確にできるような研究会にしていく。そのためには、新学習指導要領に沿
った教育課程を確立した上で、日ごろの授業を計画的に実践することによって、研究会を充
実したものにし、今後の本校教育方針の方向付けを確立させたい。 

○学習活動や体育・文化活動において、児童生徒が活躍できる場面を設定できるようにしてい
く。児童生徒の活躍が、学校の活性化に繋がり、その根幹となるものは、職員一人一人の意
識を高く持った取組の実践である。管理職からのトップダウンだけでなく、職員からのボト
ムアップが出てくるような学校の雰囲気を作っていく。 

○防災関係においては、宇城市との福祉避難所運営、八代市との避難所運営について、覚書き
を取り交わせるように進めていく。また、避難訓練も近隣の学校だけでなく、地域住民との
避難訓練も実施できるように模索していく。 

○氷川分教室の敷地に、平成３３年度（２０２１年度）県南高等支援学校が開校される。開校
に向けて、施設の新改築が進むことになるが、知的障がいの高等部（専門学科・普通科氷川
分教室）での取組も、新校を見据えた教育活動として充実させていく。 

 


